
その他

こんなことも・・・
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FIBA MINI BASKETBALL
DOS AND DON’TS
ワンポイントアドバイス

GOOD

BAD

楽しみに焦点を当てる

子どもたちは友人と一緒にスキルを学ぶために
スポーツと関わり、そしてスポーツに対して興
味を深めます。

ルールを教える

ミニバスケットボールのプレーヤーと保護者に
は、ゲームについて基本的なルール（考え方）
について説明が必要です。ゲームでは「勝つ」
ことではなく「楽しむ」「成功する」ことを求
めます。そのためには、バスケットボールの技
術をより一層高めることが重要となり、このこ
とについて理解を深め、保護者は支援すること
で関わってください。

用具を変える

プレーヤーの身体能力に合うための用具に変え
てください。

ルールを変える

全プレーヤーがゲームに関われる機会を最大に
与えるルールに変えてください。

命じない

異なった得点を設定する

異なる技術を強調するために得点の方法を変
え、全てのプレーヤーが得点できる機会を与え
てください。

子どもたちがプレーする方法を見つけ出すこと
ができるように質問をしてください。

ゾーンディフェンスを
行わない

ゾーンディフェンスは１４歳までするべきでは
ありません。 ファウルアウトを

適用しない

５ファウルとなってもプレーを続けさせてくだ
さい。

勝つことだけの
コーチングはしない

プレーヤーには平等な出場機会を与えてくださ
い。身長や能力に関係なく、ペリメーターやポ
ストなど様々なポジションのプレーを学ぶこと
が大切です。

大人と同様に指導しない

子どもの身体的、精神的成長に適した指導を
行ってください。そして、子どもに適したゲー
ムに変えてください。

バスケットボールだけを
行わない

発展的な技術（例えばパッシングゲーム、ドリ
ブルゲーム）を習得するために、様々な楽しい
活動を行ってください。
子どもたちが既に行っている遊びやゲームにバ
スケットボールの要素が発揮できるように工夫
を加えてください。

尊敬を教える

レフェリーを尊敬し、どのような状況であって
もスポーツマンシップに則りプレーすることを
プレーヤーに教えてください。
規範となる行動はコーチから始めます！

コートやプレーヤー数を変える

１チームを3～4人に変えることで、各プレー
ヤーがボールを扱える機会を多く提供すること
ができます。または、子どもにふさわしいコー
トサイズに変えてください。
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育成センター（Development Center）16
JBAが目指す育成センター

１．将来有望な選手を育てるための仕組み

　ＪＢＡは、世界に通用するバスケットボールのために「世界基準を日常に取り入れる」「世界を目

指す環境」「世界を視野に入れた指導を日常から行う」という強化・育成方針を示しています。これ

に基づき、優秀な素質を持つプレーヤーや可能性の高いプレーヤーに定期的に良い育成環境（練習

環境・指導環境）を提供し、「個」を大きく育てることを目的に Development Center（以下ＤＣ）

を設置しています。

　Ｕ１２世代の特徴は、小学校１年生から６年生の子どもたちでチーム編成がされ活動をしています。

これだけの幅広い年齢差では、発育発達の観点から体力的にも精神的にも大きな差があり、練習も

各年代に応じた工夫が求められます。そこでＤＣにおいては、普及と育成の観点から優秀な素質を

持つ子どもたちを招集して練習を行います。練習に参加する子どもたちの多くは小学６年生であり、

またスキルの高いプレーヤーが集まることで向上心やライバル心などが芽生え、さらにスキルアッ

プすることが期待されます。

　一方で将来有望なプレーヤーを育てるためには、コーチを養成することも不可欠です。そこで、

ブロックＤＣではＪＢＡよりスキルコーチ、スポーツパフォーマンスコーチを派遣し、各都道府県

の育成コーチを対象にクリニックが展開されています。そのクリニックに参加した育成コーチは、

各都道府県において地区ＤＣ育成コーチに伝達することでコーチの資質向上に繋げています。また、

ブロックＤＣでは保護者を対象にＪＢＡの取り組み、発育発達の視点から子どもたちに対する理想

的なサポートなどについてレクチャーを行います。このことからバスケットボールの理解を深めて

もらい、バスケットボールファミリーの拡大を目指しています。

２．発掘と育成

　ＤＣはブロック、都道府県、地区に設置されており、地区ＤＣに参加した中から優秀なプレーヤー

を選考し、そのプレーヤーは都道府県ＤＣに参加します。さらに、都道府県ＤＣに参加した中から

優秀なプレーヤーを選考し、そのプレーヤーはブロックＤＣに参加します。このプロセスから子ど

もたちは、大きな目標を持つことで将来有望なプレーヤーとなってくれることを期待しています。

　このような取り組みはＵ１２カテゴリーだけでなく、Ｕ１５、Ｕ１８カテゴリーでも同様に行われて

いますが、各カテゴリーの特性を踏まえて目標が設定されます。Ｕ１５、Ｕ１８カテゴリーと年代が上

がるにつれて強化が主眼とされますが、Ｕ１２カテゴリーでは「普及」「育成」を目的としています。

特に地区ＤＣでは、多くの子どもたちにチャンスを与える工夫が求められます。

　また、Ｕ１２カテゴリーでのプレーヤー選考は個々の発育や発達の状況に大きな差があり、現状の

発育状況だけでなく、バスケットボールスキルやＩＱを含めた将来性を見極めながら選考を行います。

そのため、プレーヤー選考を担当するＤＣ育成コーチはプレーヤーを公平に見極める力が必要であり、

様々な知識や観点などについて情報交換や日々の研鑽に努めなければなりません。
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３．育成マインドの伝達

　Ｕ１２世代では、子どもたちが「心からバスケットボールが楽しい」と実感させることが重要です。

スポーツは勝つことから「楽しさ」「達成感」などを学び成長も見られますが、「子ども」の意思や思

考が含まれない「勝ち方」を指導する勝利至上主義では、子どもたちに本当の意味でのバスケットボー

ルの楽しさを伝えることができません。この年代では、子どもたちの将来を見据えた指導が求めら

れます。そのため、コーチは「個の育成の重視」すなわち「育成マインド」を持ち指導に携わるこ

とが不可欠とされます。

YOUTH Development center
JBAは一貫指導を目指してプロジェクトを組み立てていますが、
年代の特性によってプロジェクトを変えます。

Ｕ１２世代において地区ＤＣは、普及を目的に行います。
そしてＤＣでは、「個」の力を伸ばすことを狙いとして取り組みます。

U12

U15

U18

普及・育成に重点

普及・育成・タレント発掘

育成年代から強化へ移行期
タレント発掘

普及・育成に重点

普及・育成・タレント発掘

育成年代から強化へ移行期
タレント発掘

ブロック
DC

都道府県
DC

地区
DC

ブロック
DC

都道府県
DC

地区
DC

・チームで行われない練習を体験することができます。

・他チームの選手と練習することで競争心も芽生えます。

・主体性、社会性、コミュニケーション能力が向上すると

　考えます。

・様々な練習を体験することができ関心が更に深まります。

・練習に取り組む姿勢も変わることが期待されます。

・地区ＤＣ ⇒ 都道府県ＤＣ ⇒ ブロックＤＣ

　このプロセスから個々の目標が明確になります。

〔U12 DCの特徴〕
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【
自
分
に
問
い
た
い
】

今
の
言
葉
は

相
手
を
「
伸
ば
し
て
る
」
？

相
手
が
「
や
る
気
に
な
った
」
？

相
手
が
「
楽
し
い
」
？



【
自
分
に
問
い
続
け
た
い
】

○
今
の
言
葉
（
言
動
）
は

児
童
（
相
手
）
を
「
伸
ば
し
て
る
」
？

児
童
（
相
手
）
が
「
や
る
気
に
な
った
」
？

児
童
（
相
手
）
が
「
楽
し
い
」
？

何
割
の
児
童
（
相
手
）
が
？

○
児
童
（
相
手
）
は
ど
う
受
け
取
った
？

○
自
分
の
（
深
層
）
心
理
と
児
童
（
相
手
）
の
心
と

ど
ち
ら
が
優
先
に
な
って
た
？


